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2021 年度後期開始に伴う感染予防および感染拡大防止の徹底のお願い 

 

本学は、新型コロナウイルスワクチン職域（大学拠点）接種等において、順次

接種しているところです。ワクチンは、感染リスクをゼロにするわけではありま

せんが、感染率、感染した場合の発症率、重篤化率を顕著に抑えられるという一

定の効果はあります。後期授業開始を迎える前に半数の学生が接種を終えたこと

は、ポストコロナの新しいキャンパスライフを作っていくための１つの大切な要

素となります。 

そして、もう１つ重要なことは、引き続きこれまでと同様、またはこれまで以

上に感染防止対策を徹底していくということです。緊急事態宣言は解除されまし

たが、感染リスクがなくなったわけではなく、また、デルタ株やラムダ株やさら

なる新たな変異株の脅威はいまだあります。そして、様々な事情によりワクチン

接種を行わない方への配慮もとても重要です。これまでどおり、感染対策を怠ら

ず、学生ひとりひとりが高い自覚をもち、周囲への気遣いを忘れず、行動を律す

ることが大切です。 

後期授業が始まり、キャンパスで過ごす時間も増えてきます。友人との出会い、

交流の場はとても貴重です。友人と一緒に食事をとりながら会話を楽しみたい気

持ちが高まるかもしれませんが、飲食時の不用意な会話を未然に防ぐための「個

食」について、改めて徹底をお願いいたします。これは、屋内だけではなく屋外

においても同様です。 

 

学生の皆さまには、今後も高いレベルでの感染拡大防止の徹底を求めますが、

感染状況を注視しながら、社会全体の動向、感染防止対策の定着化や環境の整備

状況を踏まえ、より安全安心なキャンパスとすべく引き続き検討します。これか

らのキャンパスライフを楽しみ充実したものにするためにも、次のことについて

学生全員が感染防止のための行動を心がけるよう強くお願いします。 

 



新型コロナウイルス感染拡大防止（感染予防）の徹底 

 

１. 基本的な感染対策 

 (1) マスク（不織布）の着用・咳エチケット 

 (2) 手指衛生（手洗い・アルコール消毒）・うがいの徹底 

 (3) こまめな換気 

 (4) 身体的距離（フィジカルディスタンス）の確保 

 (5) 大人数で集まらない、混雑している場所を避ける 

 (6) 不特定多数で触れる場所のこまめな清掃・消毒 

２. 会食（複数人での会話を伴う飲食）の自粛 

３. 駅構内や路上、公園等の公共の場所での飲食・飲酒の自粛 

４. 検温等の日頃の健康管理と体調不良時の行動自粛 

 

ワクチン接種を２回終了している場合でも、ワクチンを接種した後で感染す

る可能性があることから、引き続き感染対策を徹底してください。あなたの親

しい友達が感染者である可能性や、すでにあなた自身も（無症状の）感染者で

ある可能性があります。あなたが、そして、あなたの周りの人達が濃厚接触者

と認定されないように、感染対策を今まで以上に徹底してください。不織布マ

スクを正しく着用し、部屋の換気を十分に行い、コミュニケーションはジェス

チャー・筆談・スマホで行い、食事は黙食し、手指消毒を徹底して行い、下宿

先など狭い部屋で友達と一緒に過ごすことを避けてください。 

 

 

感染が疑われる・罹患した場合の対応 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と診断された場合、感染が疑われる

場合、体調不良時、陽性者と濃厚接触した可能性がある場合には、本学の健康

管理センターまたは、教務・学生支援課まで連絡してください。速やかに報告・

対応することで感染拡大を避けることができます。感染の疑いを隠す、または

報告しないといったことがないよう、勇気をもって報告してください。 

 

発熱、せき、倦怠感、咽頭痛、頭痛、下痢、味覚・嗅覚異常など、新型コロ

ナウイルス感染を疑わせる症状が少しでもあれば、ワクチン接種・未接種にか

かわらず、すぐに大学に連絡した上で、登学しないでください。そして、最寄

りの医療機関または保健所に必ず相談し、新型コロナウイルス感染症の検査を

受けてください。 



大学生をはじめとした比較的若い年齢層は、感染しても症状が軽いまたは無

いことも多く、気がつかずに家庭や友人に感染を広げており、結果として重症

者や死亡者が増加する主な要因の一つとなっています。また、若者でも重症化

する場合や、軽症であっても重大な後遺症が残る場合もあります。安易な行動

が、自分や大切な人の健康や生命を脅かすことを忘れないでください。 

 

 

後期授業運営について 

 

10 月 1 日から後期授業がはじまりました。感染防止策を引き続き徹底し、対

面授業と遠隔授業の併用型でスタートしましたが、学部・学科の特性や県内感

染状況を踏まえ、対面授業を増やす予定です。 対面授業では、マスクの着用、

手指消毒、フィジカルディスタンス、換気など感染防止対策を徹底していきま

す。学生の皆様におかれましては、本学における感染拡大防止対策を十分に守

ってください。 

以上 

 


